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医療法人ゆうの森　たんぽぽクリニック
　愛媛県松山市で2000年開業16年目 
　常勤医　10人、非常勤医1人 
　職員100人 
　多職種チーム（MSW、介護士、PT/OT/ST、栄養士、CM、調理師） 
　松山市で在宅患者480人、西予市へき地診療所外来＋在宅患者60人 
　今年2月から松山市で有床診療所開設、外来本格開始
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多職種のチーム

医師 栄養士

看護師 MSW

ヘルパー 薬剤師

ケアマネージャー 鍼灸マッサージ師

PT、OT、ST 事務
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多職種のチームで患者に向き合う

一人でできることは限られている
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情報の共有と方針の統一がシステムの鍵

松山市とへき地診療所」で毎朝WEB会議を
多職種のチームで行っています
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5年前、市町村合併の余波で
国保診療所が閉鎖の危機となる
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地域住民1,200人

高齢化率43％、毎年約60人の人口減少

在宅医療ゼロ

在宅サービス、施設サービスはすべて地域外

自宅看取り率ゼロ

地域に一つしかない診療所は年間3,000万円の赤
字で閉鎖が決定

引き受ける前の俵津地区の現状
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松山市から約80km
高速使い1時間半

常勤医９人体制での
循環型地域医療を
行っています
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医師交代制の循環型地域医療
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へき地勤務を交代するよう言うと、 

イヤだという
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現在、たんぽぽ
クリニックには
10名の常勤医と
1名の非常勤医
が在籍。
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俵津プロジェクトの方法と結果

在宅医療の充実
自宅での看取りの増加

医療費の減少

経営の成立
開業4ヶ月目で黒字化

医療者の疲弊の解決

住民1,200人、年間赤字
3,000万円で廃止が決まった
僻地診療所の再生

24時間対応で積極的
な在宅医療を広域的
に展開

調剤薬局の併設
（院外処方による経営改善と
薬担当のNSの活用）

循環型地域医療
（複数医師の交代制で医療従事者の
疲弊の解決、教育研修機能の充実）

在宅医療
たんぽぽ俵津診療所

僻地診療所

たんぽぽクリニック

都市部の診療所

調剤薬局
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へき地でも調剤薬局を開設
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住み慣れた場所で安心して暮らし
続けることの出来る地域の創出
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高齢化した地域のニーズに応える
医療を提供すれば、
患者は増え、経営も成り立つ
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たんぽぽ俵津診療所在宅医療の推移
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医師確保困難の打開策
• 都市部の医師によるグループ運営と云う形

• 疲弊しないシステムでへき地医療を行えば医師もやり

がいを持って医療を行える

• ２４時間３６５日体制で運営されるへき地診療所 
• 赤ひげ医者が自分の生活や人生を犠牲にして行うへき

地医療ではなく、疲弊しない形でシステムで行うへき

地医療（曜日ごとの医師交代制）

• 都市部の医療機関とWEB会議で情報の共有と方針の

統一を図り、医療レベルを維持する
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20

過疎地域における医療と介護を
中心とした地域作り、まち作りにより
限界集落の阻止
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日本サービス大賞地方創生大臣賞
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研修医達は在宅医療に驚き、 

へき地医療に魅力を感じる
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研修医の当院に来るまでの 

　　　　在宅医療のイメージは

おじいちゃんの先生が 

　　よぼよぼやっている印象
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当院で研修した 

　　　　在宅医療のイメージは

多職種で連携した 

　システマチックな最新の医療
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たんぽぽクリニックでの研修医
（2年目地域研修）
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病気だけでなく、 

　人や家族、生活、労働、 

　　生き方に向き合う医療 

　　　が求められている
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地域医療の楽しさを医療系学生に体験してもらう 

　　　　地域医療塾　毎年8月に開催
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疲弊しないシステムでへき地医療を行えば

医師もやりがいを持って医療を行える
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ゲネプロの活動紹介
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医師派遣・看護師派遣は認められないか？

医師や看護師が自由に
地域を動けるようにする
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多様な働き方を認める

複数での管理者を認め、診療所を
チームで管理することを認める

グループ診療の促進

36



権限委譲と遠隔医療の推進

37



医師の医師不足地域への強制配置は

医師にとっても住民にとっても不幸
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教育研修で医療者の自信を生み出し、

やりがいやモチベーションを引き出す
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疲弊しない職場環境を作れば、

医療者は患者本位の優しい気持ち

発揮するようになる
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働きたい場所と必要とする地域を

マッチング
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へき地派遣支援センター

医師のやりがいをサポートする3つの機能

①へき地勤務を可能にする
教育研修プログラム

②疲弊しないシステム

③働く場所のマッチングシステム
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ご静聴ありがとうございました！
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